
Title 東アジアの安定と日本の役割 

Author(s) 李, 鍾元 

Citation 聖学院大学総合研究所紀要, No.53 別冊, 2012.3 : 13-26 

URL 
http://serve.seigakuin-univ.ac.jp/reps/modules/xoonips/de

tail.php?item_id=4258 

Rights  

 

 

 

 

 

 

 

聖学院学術情報発信システム ： SERVE 

SEigakuin Repository and academic archiVE



13 東アジアの安定と日本の役割

東
ア
ジ
ア
の
安
定
と
日
本
の
役
割

李　
　

鍾　

元

1
．
東
ア
ジ
ア
の
「
パ
ワ
ー
シ
フ
ト
」
と
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
」

二
〇
一
二
年
、
東
ア
ジ
ア
は
稀
に
見
る
権
力
交
代
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
。
一
月
の
台
湾
総
統
選
挙
を
皮
切
り
に
、
ロ
シ
ア
大
統
領
選
挙

（
三
月
）、
韓
国
総
選
挙
（
四
月
）、
中
国
の
指
導
部
交
代
（
秋
）、
米
国
大
統
領
選
挙
（
一
一
月
）
を
経
て
、
一
二
月
の
韓
国
大
統
領
選
挙
に

至
る
ま
で
、
東
ア
ジ
ア
の
主
要
関
係
国
で
選
挙
や
指
導
者
交
代
が
相
次
ぐ
。
北
朝
鮮
で
も
四
月
の
金
日
成
主
席
生
誕
一
〇
〇
年
を
機
に
、
後

継
体
制
へ
の
移
行
が
公
式
化
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
い
た
。
二
〇
一
一
年
一
二
月
一
七
日
の
金
正
日
総
書
記
に
死
去
で
、
北
朝
鮮

の
権
力
交
代
が
前
倒
し
に
な
り
、
激
動
の
二
〇
一
二
年
の
先
頭
を
切
っ
た
形
と
な
っ
た
。

国
内
政
治
に
お
け
る
政
権
交
代
や
権
力
移
動
は
対
外
政
策
の
流
動
性
を
高
め
る
要
因
に
も
な
る
。
政
権
交
代
に
伴
う
政
策
の
変
化
に
加

え
、
対
外
政
策
が
政
争
の
具
に
な
る
可
能
性
も
増
え
る
。
さ
ら
に
、
東
ア
ジ
ア
に
は
中
国
の
台
頭
に
集
約
さ
れ
る
世
界
史
的
な
パ
ワ
ー
シ
フ

ト
が
進
行
中
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
に
は
「
日
中
逆
転
」
が
起
こ
り
、
日
本
は
「
世
界
第
二
の
経
済
大
国
」
の
座
を
中
国
に
譲
っ
た
。
米
国

経
済
の
停
滞
で
、
以
前
の
予
想
よ
り
一
〇
年
早
く
、
二
〇
二
〇
年
代
に
は
「
米
中
逆
転
」
が
現
実
と
な
る
見
通
し
だ
。
ま
だ
一
人
当
た
り
の

国
民
所
得
は
日
本
の
一
〇
分
の
一
程
度
で
あ
り
、
経
済
や
社
会
の
土
台
に
は
「
先
進
国
」
に
程
遠
い
厳
し
い
課
題
を
抱
え
る
。
し
か
し
、
国
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14

家
全
体
の
経
済
力
の
急
速
な
拡
大
が
国
際
政
治
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
大
き
く
変
容
さ
せ
て
い
る
の
は
事
実
だ
。
ロ
バ
ー
ト
・
ギ
ル
ピ
ン
ら

の
「
覇
権
交
代
戦
争
論
」
を
借
り
る
ま
で
も
な
く
、
世
界
的
な
パ
ワ
ー
シ
フ
ト
の
時
期
が
不
安
定
を
伴
い
、
戦
争
が
多
発
し
て
い
る
の
は

従
来
の
国
際
政
治
の
戦
争
が
示
す
通
り
で
あ
る
。「
膨
張
す
る
中
国
」
を
如
何
に
取
り
こ
み
、
安
定
的
な
国
際
秩
序
を
構
築
で
き
る
か
が
、

二
一
世
紀
前
半
の
国
際
社
会
の
最
大
の
課
題
と
な
る
所
以
で
あ
る
。

し
か
し
、
米
国
に
代
わ
っ
て
、
中
国
が
新
た
な
「
覇
権
国
」
と
し
て
君
臨
す
る
と
い
う
見
方
は
あ
ま
り
に
単
純
で
、
一
九
世
紀
的
な
世
界

観
の
残
像
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
い
ま
起
き
て
い
る
こ
と
は
、「
覇
権
の
後
退
」
と
い
う
よ
り
、
国
際
政
治
の
「
多
極
化
」
で
あ
り
、「
分

権
化
」
と
言
っ
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。「
ポ
ス
ト
ア
メ
リ
カ
の
世
界
」
を
描
い
た
『
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
』
誌
編
集
長
の
ザ
カ
リ
ア
の
著

書
の
副
題
は
「
そ
の
他
の
台
頭
」（T

he R
ise of the R

est

）
で
あ
る
。「
西
洋
の
台
頭
」（T

he R
ise of the W

est

）
を
も
じ
っ
た
表
現
だ

が
、
現
在
起
き
つ
つ
あ
る
変
化
を
巧
み
に
捉
え
て
い
る
。

国
際
政
治
の
多
極
化
、
分
権
化
は
、
パ
ワ
ー
の
性
質
の
変
化
と
裏
表
の
関
係
に
あ
る
。
軍
事
力
が
優
位
を
誇
っ
た
従
来
の
国
際
政
治
と
は

違
っ
て
、
経
済
力
や
文
化
力
、
価
値
力
な
ど
パ
ワ
ー
の
多
様
化
が
古
典
的
な
国
家
の
序
列
構
造
そ
の
も
の
を
根
底
か
ら
崩
し
、
よ
り
水
平
的

な
国
際
関
係
の
可
能
性
が
生
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
相
互
依
存
と
グ
ロ
ー
バ
ル
の
進
展
で
、
主
権
国
家
体
系
そ
の
も
の
が
相
対
化
さ
れ
、

国
家
の
垣
根
を
越
え
る
「
地
域
」（region

）
が
国
際
政
治
の
新
た
な
単
位
と
し
て
重
要
性
を
増
し
つ
つ
あ
る
。
世
界
的
な
冷
戦
終
結
後
、

「
地
域
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
浮
上
し
、
E
U
を
筆
頭
に
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
な
ど
各
地
域
で
地
域
統
合
の
動
き
が
加
速
化
し
て
い
る
の

は
、
国
際
政
治
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
の
表
れ
に
他
な
ら
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
深
化
と
拡
大
を
急
ぎ
過
ぎ
た
E
U
は
そ
の
副
作
用

に
苦
し
ん
で
い
る
が
、
国
家
を
超
え
る
枠
組
み
と
し
て
の
「
地
域
」
は
、
無
差
別
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ブ
と
し
て
の

意
義
を
持
つ
。

東
ア
ジ
ア
は
、
制
度
的
な
面
で
の
地
域
統
合
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
遅
れ
を
取
っ
て
い
る
が
、
経
済
的
相
互
依
存
の
実
態

で
は
、
す
で
に
事
実
上
の
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
が
成
立
し
て
い
る
。
地
域
の
統
合
度
を
示
す
域
内
貿
易
の
比
率
（
二
〇
〇
五
年
統
計
）
で
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15 東アジアの安定と日本の役割

「
A
S
E
A
N
＋
3
（
日
中
韓
）」（
A
P
T
）
に
豪
州
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
ン
ド
を
加
え
た
東
ア
ジ
ア
一
六
カ
国
は
五
五
・
九
％

に
達
し
、
N
A
F
T
A
（
四
三
・
五
％
）
を
上
回
り
、
E
U
（
六
五
・
七
％
）
に
肉
薄
す
る
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
制
度
化
の
面
で
も

一
九
九
七
年
に
創
設
さ
れ
た
「
A
S
E
A
N
＋
3
」
を
土
台
に
、
二
〇
〇
一
年
に
は
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」（E

ast A
sian C

om
m

unity

＝

E
A
C
）
を
目
指
す
こ
と
が
公
式
に
確
認
さ
れ
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
二
〇
〇
五
年
に
上
記
の
一
六
カ
国
に
よ
る
「
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
」

（E
ast A

sian Sum
m

it

＝
E
A
S
）
が
初
め
て
開
催
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
存
在
感
を
増
す
中
国
へ
の
バ
ラ
ン
サ
ー
を
期
待
し
た

A
S
E
A
N
諸
国
の
招
待
で
、
昨
年
か
ら
米
国
と
ロ
シ
ア
が
E
A
S
に
正
式
メ
ン
バ
ー
と
し
て
加
わ
っ
た
。
狭
義
の
「
東
ア
ジ
ア
」
の
地

域
統
合
と
は
異
な
る
方
向
性
だ
が
、
米
ロ
を
含
め
、
広
義
の
東
ア
ジ
ア
の
地
域
統
合
が
不
可
逆
的
な
潮
流
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

確
か
に
「
東
ア
ジ
ア
」
と
い
う
地
域
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
、
E
A
S
や
環
太
平
洋
経
済
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
（
T
P
P
）
を
め

ぐ
る
米
中
の
角
逐
は
激
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
米
中
両
国
の
相
互
依
存
も
深
化
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
金
融
面

で
は
「
米
中
融
合
」
と
も
い
わ
れ
る
。
中
国
の
台
頭
に
対
す
る
米
国
の
対
応
も
「
関
与
」
と
「
ヘ
ッ
ジ
」
の
両
面
性
を
持
っ
て
い
る
。
や
や

単
純
化
し
た
表
現
だ
が
、
地
政
学
と
地
経
学
、「
新
冷
戦
」
と
「
共
同
体
」
と
い
う
二
つ
の
潮
流
が
混
在
し
、「
地
域
」
の
枠
組
み
を
め
ぐ
っ

て
、
せ
め
ぎ
合
っ
て
い
る
の
が
東
ア
ジ
ア
の
現
在
と
い
え
よ
う
。
各
国
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
益
を
総
合
的
に
捉
え
、
創
造
的
な
外
交
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
が
求
め
ら
れ
る
所
以
も
こ
こ
に
あ
る
。

2
．
二
〇
一
二
年
の
東
ア
ジ
ア
と
日
本
外
交

二
つ
の
潮
流
の
交
錯
は
、
二
〇
一
二
年
の
東
ア
ジ
ア
各
国
の
激
動
に
も
は
っ
き
り
と
表
れ
て
い
る
。
一
月
の
台
湾
総
統
選
挙
で
は
、
国
民

党
・
馬
英
九
総
統
が
予
想
以
上
の
「
楽
勝
」
で
再
選
を
果
た
し
た
。
選
挙
結
果
を
左
右
し
た
二
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
経
済
」
と
「
平
和
」
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で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
大
陸
と
の
関
係
改
善
で
外
交
的
環
境
を
安
定
化
さ
せ
、
中
国
か
ら
の
投
資
や
貿
易
で
高
成
長
と
い
う
経
済
的
実
利

を
取
っ
た
馬
英
九
政
権
の
政
策
が
大
き
な
勝
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
民
進
党
の
独
立
路
線
の
よ
う
な
「
政
治
」
を
追
求
せ
ず
、「
現
状
維

持
」
の
下
、「
経
済
」
の
実
益
を
優
先
す
る
現
実
路
線
の
勝
利
と
も
い
え
よ
う
。

大
陸
に
接
近
す
る
国
民
党
政
権
を
「
向
中
一
辺
倒
」
と
表
現
す
る
の
は
一
面
的
す
ぎ
る
だ
ろ
う
。
中
国
へ
の
過
度
な
依
存
を
警
戒
す
る
世

論
を
も
背
景
に
、
馬
英
九
総
統
は
平
和
協
定
に
は
消
極
姿
勢
に
転
じ
、
中
国
と
の
関
係
改
善
と
引
き
換
え
に
、
台
湾
の
国
際
社
会
へ
の
復
帰

を
試
み
る
戦
略
も
窺
え
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
と
の
F
T
A
推
進
は
、
し
た
た
か
な
経
済
外
交
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

一
方
の
中
国
も
か
つ
て
の
よ
う
に
、
武
力
示
威
で
選
挙
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
そ
う
と
す
る
強
硬
論
で
は
な
く
、
経
済
力
を
土
台
に
し
た

「
微
笑
外
交
」
を
展
開
し
、
そ
の
柔
軟
路
線
が
功
を
奏
し
た
形
だ
。
現
実
的
な
台
湾
政
策
を
指
揮
し
た
王
毅
中
国
国
務
院
台
湾
事
務
弁
公
室

主
任
は
胡
錦
濤
主
席
に
近
い
穏
健
派
に
分
類
さ
れ
る
が
、
今
回
の
「
功
績
」
で
今
秋
の
共
産
党
大
会
で
政
治
局
常
務
委
員
入
り
の
可
能
性
が

一
層
高
ま
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
。

三
月
の
ロ
シ
ア
大
統
領
選
挙
で
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
プ
ー
チ
ン
の
当
選
が
ほ
ぼ
確
実
と
さ
れ
る
。
議
会
選
挙
の
不
正
や
強
権
的
政
治
手
法

へ
の
反
発
が
広
が
り
、
か
つ
て
の
よ
う
な
絶
対
的
な
支
持
を
誇
る
状
況
で
は
な
い
が
、
有
力
な
対
抗
馬
は
な
く
、
新
し
い
「
プ
ー
チ
ン
時

代
」
が
始
ま
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
プ
ー
チ
ン
は
以
前
の
政
権
期
か
ら
外
交
に
関
心
が
強
く
、
国
際
政
治
の
「
多
極
化
」
を
精
力
的
に
追
求
し

て
き
た
。
近
年
は
首
相
と
し
て
、
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
と
と
も
に
、「
ユ
ー
ラ
シ
ア
同
盟
」
や
「
太
平
洋
国
家
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を

国
家
目
標
と
し
て
掲
げ
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
役
割
拡
大
に
力
点
を
置
く
方
針
が
示
さ
れ
、
今
年
九

月
、
ロ
シ
ア
と
し
て
初
開
催
と
な
る
A
P
E
C
首
脳
会
議
（
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
）
は
一
つ
の
舞
台
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
プ
ー

チ
ン
が
力
を
入
れ
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
略
は
、
直
接
的
に
は
、
立
ち
遅
れ
た
極
東
ロ
シ
ア
地
域
の
開
発
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

が
、「
中
国
の
台
頭
」
へ
の
バ
ラ
ン
ス
と
し
て
、
韓
国
や
日
本
な
ど
を
取
り
入
れ
た
マ
ル
チ
の
地
域
協
力
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
強
化
し
よ
う
と
す

る
地
政
学
的
な
戦
略
も
背
景
に
あ
る
。
E
A
S
へ
の
正
式
参
加
、
北
朝
鮮
と
の
関
係
強
化
、
朝
鮮
半
島
を
縦
断
す
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
建
設
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17 東アジアの安定と日本の役割

な
ど
の
韓
ロ
協
力
、
六
者
協
議
へ
の
積
極
姿
勢
な
ど
も
そ
の
一
環
で
あ
る
と
見
て
よ
い
。

秋
に
予
定
さ
れ
る
中
国
共
産
党
大
会
で
、
習
近
平
体
制
が
誕
生
す
る
こ
と
も
ほ
ぼ
確
実
と
見
ら
れ
て
い
る
。
太
子
堂
に
属
す
る
習
近
平
次

期
主
席
は
軍
部
保
守
派
に
支
持
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
、
今
後
の
中
国
の
動
向
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
現
在
、
中
国
で
は
「
ポ
ス
ト
鄧

小
平
」
時
代
の
方
向
性
を
め
ぐ
っ
て
、
路
線
対
立
が
あ
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
三
〇
年
間
に
わ
た
る
改
革
開
放
で
達
成
し
た
巨
大
な
経
済
力

を
土
台
に
、
対
外
的
な
「
低
姿
勢
」（「
韜
光
養
晦
、
有
所
作
為
」）
を
主
眼
と
す
る
鄧
小
平
路
線
に
終
止
符
を
打
ち
、
積
極
的
な
自
己
主
張

を
す
べ
き
と
い
う
保
守
強
硬
派
の
声
が
確
実
に
高
ま
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
頃
か
ら
相
次
い
だ
、
北
京
五
輪
、
チ
ベ
ッ
ト
、
尖
閣
、
南
シ

ナ
海
な
ど
を
め
ぐ
る
一
連
の
摩
擦
は
、
そ
の
表
れ
に
他
な
ら
な
い
。
B
R
I
C
S
諸
国
と
連
携
し
つ
つ
、
新
自
由
主
義
的
な
「
ワ
シ
ン
ト

ン
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
に
対
抗
す
べ
く
、「
北
京
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
や
「
重
慶
モ
デ
ル
」
を
打
ち
出
す
な
ど
、
欧
米
主
導
の
国
際
政
治
経
済
秩

序
に
挑
戦
す
る
姿
勢
も
全
面
に
打
ち
出
し
て
い
る
。

し
か
し
、
注
意
す
べ
き
は
、
中
国
の
指
導
部
や
世
論
も
一
枚
岩
で
は
な
く
、
穏
健
派
と
強
硬
派
、
国
際
協
調
派
と
自
主
派
が
せ
め
ぎ
合
っ

て
お
り
、
そ
の
行
方
は
関
係
国
の
対
中
政
策
な
ど
、
国
際
環
境
と
の
双
方
向
的
な
相
互
作
用
に
よ
っ
て
大
き
く
影
響
さ
れ
る
と
い
う
点
で
あ

る
。一

一
月
の
米
国
大
統
領
選
挙
の
行
方
も
ま
だ
流
動
的
で
あ
る
。
不
況
と
財
政
危
機
に
喘
ぐ
政
権
は
苦
境
を
免
れ
な
い
が
、
若
干
の
景
気
好

転
の
兆
し
、
共
和
党
の
分
裂
な
ど
で
、
オ
バ
マ
再
選
の
可
能
性
が
少
し
高
ま
っ
て
き
た
。
仮
に
オ
バ
マ
再
選
と
な
っ
た
場
合
、
財
政
再
建

の
た
め
の
軍
事
費
削
減
、
輸
出
振
興
を
主
眼
と
す
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
へ
の
積
極
関
与
と
い
っ
た
政
策
路
線
に
は
さ
ら
に
拍
車
が
か
か
る
だ
ろ

う
。
軍
事
費
削
減
に
も
拘
ら
ず
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
維
持
、
強
化
す
る
と
公
言
し
て
い
る
が
、
軍
事
的
関
与
よ
り
政

治
・
経
済
・
外
交
的
関
与
へ
の
シ
フ
ト
が
政
策
的
方
向
性
と
な
ろ
う
。
E
A
S
や
T
P
P
な
ど
、
マ
ル
チ
の
地
域
枠
組
み
を
重
層
的
に
構

築
す
る
こ
と
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
略
の
主
な
手
段
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。「
中
国
問
題
」
や
「
北
朝
鮮
問
題
」
へ
の
対
応
に
も
こ
う
し
た
傾

向
が
窺
え
る
。
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朝
鮮
半
島
問
題
の
一
方
の
当
事
者
で
あ
る
韓
国
で
は
四
月
に
総
選
挙
、
一
二
月
に
大
統
領
選
挙
が
行
わ
れ
る
。
台
湾
と
同
じ
く
、
韓
国
で

も
「
経
済
」
と
「
平
和
」
が
政
治
の
争
点
と
な
っ
て
い
る
。
金
大
中
政
権
か
ら
始
ま
り
、
李
明
博
政
権
で
よ
り
急
速
に
進
行
し
た
新
自
由
主

義
的
な
改
革
（
規
制
緩
和
な
ど
）
の
結
果
、
中
産
層
が
崩
れ
、
社
会
経
済
的
な
格
差
が
増
大
し
た
こ
と
が
大
き
な
政
治
的
争
点
と
な
り
、
与

野
党
問
わ
ず
、「
福
祉
」
や
「
親
庶
民
政
策
」
を
掲
げ
て
い
る
。
ま
た
、
四
年
間
の
李
明
博
政
権
で
悪
化
し
た
南
北
関
係
の
修
復
（
安
定
化
）

を
求
め
る
世
論
が
高
ま
り
、
野
党
だ
け
で
な
く
、
政
府
与
党
も
対
北
政
策
の
修
正
を
模
索
し
て
い
る
。
一
昨
年
一
一
月
の
延
坪
島
砲
撃
以

来
、
一
方
で
は
北
朝
鮮
へ
の
批
判
と
と
も
に
、
南
北
関
係
の
安
定
化
、
南
北
対
話
を
求
め
る
世
論
が
高
ま
っ
た
こ
と
は
、
韓
国
社
会
の
変
化

と
現
状
を
示
す
材
料
と
し
て
、
興
味
深
い
。
今
の
と
こ
ろ
、
政
府
与
党
の
支
持
は
急
落
し
、
四
月
の
総
選
挙
で
は
野
党
の
勝
利
が
予
想
さ
れ

て
い
る
。
ど
ち
ら
が
勝
利
す
る
に
せ
よ
、
南
北
関
係
の
再
構
築
を
は
じ
め
、
東
ア
ジ
ア
地
域
外
交
に
も
一
定
の
変
化
は
避
け
ら
れ
な
い
で
あ

ろ
う
。
米
中
の
角
逐
と
協
調
が
交
錯
す
る
G
2
時
代
に
、
韓
国
は
朝
鮮
半
島
問
題
、
東
ア
ジ
ア
外
交
で
難
し
い
舵
取
り
を
強
い
ら
れ
て
い

る
。
米
韓
F
T
A
の
締
結
と
と
も
に
、
中
韓
F
T
A
交
渉
に
軸
足
を
移
し
た
李
明
博
政
権
の
動
き
も
そ
れ
を
象
徴
し
て
い
る
。

流
動
性
を
高
め
る
東
ア
ジ
ア
情
勢
は
、
日
本
外
交
に
と
っ
て
危
機
で
あ
る
と
同
時
に
、
機
会
で
も
あ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
現
在
、
東

ア
ジ
ア
地
域
の
主
要
国
は
日
本
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
強
め
る
動
き
を
示
し
て
い
る
。
角
逐
を
続
け
る
米
中
は
共
に
、
日
本
と
の
関
係
を
重
視

す
る
方
向
性
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
新
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
略
を
構
想
す
る
プ
ー
チ
ン
に
と
っ
て
も
対
日
関
係
は
重
要
な
要
素
と
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
へ
の
依
存
戦
略
を
選
択
し
た
北
朝
鮮
も
、
そ
れ
へ
の
バ
ラ
ン
サ
ー
と
し
て
、
米
朝
関
係
打
開
の
可
能
性
を
窺
い
つ

つ
、
日
朝
間
で
も
水
面
下
の
接
触
を
続
け
て
い
る
。
韓
国
も
、「
中
国
問
題
」
や
「
北
朝
鮮
問
題
」
を
考
え
た
と
き
、
日
本
と
の
戦
略
的
な

連
携
は
不
可
欠
だ
が
、
軍
慰
安
婦
な
ど
の
歴
史
清
算
や
領
土
問
題
で
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
対
日
柔
軟
姿
勢
を
標

榜
し
て
登
場
し
た
李
明
博
政
権
と
、
韓
国
と
の
戦
略
的
連
携
を
重
視
す
る
日
本
民
主
党
政
権
と
の
間
で
、
む
し
ろ
関
係
が
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
、

後
退
し
た
感
が
あ
る
の
は
残
念
で
あ
り
、
両
国
と
も
「
政
治
」
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
不
在
を
指
摘
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

日
韓
関
係
に
限
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
地
域
の
戦
略
的
環
境
の
変
化
と
機
会
に
直
面
し
て
、
日
本
は
政
治
の
不
安
定
で
外
交
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
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ブ
が
取
れ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
と
り
わ
け
、「
中
国
問
題
」
や
「
北
朝
鮮
問
題
」
が
中
心
課
題
で
あ
る
東
ア
ジ
ア
外
交
で
は
、
包
括

的
な
視
点
に
立
脚
し
た
政
治
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
不
可
欠
と
な
る
。
長
引
く
不
況
や
大
震
災
な
ど
の
試
練
に
も
「
内
向
き
」
に
な
ら
ず
、

積
極
的
な
地
域
外
交
を
展
開
す
る
こ
と
が
日
本
の
国
益
に
も
つ
な
が
る
。

3
．
金
正
恩
新
体
制
の
北
朝
鮮

金
正
日
総
書
記
の
死
去
か
ら
約
二
カ
月
、
金
正
恩
体
制
へ
の
権
力
継
承
は
予
想
以
上
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
ス
ム
ー
ズ
に
推
移
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。
昨
年
一
二
月
二
八
日
の
葬
儀
、
二
九
日
の
追
悼
大
会
を
取
り
仕
切
っ
た
後
、
三
〇
日
に
は
朝
鮮
人
民
軍
総
司
令
官
に
推
戴
さ

れ
た
。
元
旦
に
は
軍
部
隊
を
激
励
し
、
平
壌
の
建
設
現
場
や
工
場
の
視
察
を
続
け
て
い
る
。『
労
働
新
聞
』
を
見
て
い
る
と
、
金
正
日
総
書

記
の
追
悼
記
事
を
除
け
ば
、
最
高
指
導
者
の
写
真
が
変
わ
っ
た
だ
け
で
、
い
つ
も
の
よ
う
な
紙
面
構
成
が
目
立
つ
。「
大
き
な
変
化
は
な
い
」

「
安
定
し
て
い
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
内
外
に
発
信
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
確
か
だ
ろ
う
。
相
次
い
で
出
さ
れ
る
後
継
者
の
映
像
や

写
真
か
ら
は
、
大
急
ぎ
で
最
高
権
力
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
大
衆
に
刻
印
し
た
い
と
い
う
意
図
も
は
っ
き
り
と
読
み
取
れ
る
。

後
継
体
制
の
安
定
性
を
判
断
す
る
に
は
ま
だ
期
間
が
短
い
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
北
朝
鮮
内
部
の
権
力
構
造
を
め
ぐ
る
大
き
な
混
乱
や
対
立

は
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
焦
点
と
な
る
の
は
、
金
正
恩
新
体
制
が
軍
部
を
し
っ
か
り
掌
握
で
き
る
か
で
あ
ろ
う
。
金
正
日
総
書
記
は
「
先
軍
政

治
」
を
掲
げ
、
軍
を
権
力
基
盤
と
す
る
体
制
を
築
い
た
。
一
九
九
四
年
の
金
日
成
主
席
の
死
去
後
、
数
万
か
ら
数
百
万
人
が
餓
死
し
た
と
も

言
わ
れ
る
食
糧
危
機
が
重
な
り
、
行
政
や
党
が
機
能
不
全
に
陥
っ
た
状
況
で
、
軍
部
へ
の
依
存
は
「
危
機
管
理
」
的
な
選
択
と
い
う
側
面
が

あ
る
。
し
か
し
、
軍
部
は
独
自
の
論
理
と
構
造
を
持
つ
集
団
で
あ
り
、
統
治
の
手
段
と
し
て
は
、「
両
刃
の
剣
」
に
も
な
る
。
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軍
部
ク
ー
デ
タ
は
あ
る
の
か

金
正
日
総
書
記
が
、
自
ら
の
健
康
異
変
を
契
機
に
後
継
体
制
づ
く
り
を
急
い
だ
二
〇
〇
九
年
以
後
、
も
っ
と
も
力
を
入
れ
た
の
も
後
継
体

制
を
支
え
る
軍
部
の
再
編
で
あ
っ
た
。
そ
の
過
程
で
台
頭
し
た
の
が
李
英
鎬
総
参
謀
長
を
中
心
と
し
た
「
新
軍
部
」
と
呼
ば
れ
る
グ
ル
ー
プ

で
あ
る
。
軍
内
部
の
世
代
交
代
が
急
速
に
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
軍
に
対
す
る
政
治
的
統
制
を
担
当
す
る
軍
政
治
局
や
国
家
安
全
保
衛
部

（
公
安
機
関
）
の
ト
ッ
プ
も
金
正
恩
体
制
を
支
え
る
側
近
グ
ル
ー
プ
で
固
め
ら
れ
た
。
急
ご
し
ら
え
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
軍
部
の
整
備

が
効
を
奏
し
、
新
体
制
の
安
定
性
を
支
え
る
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
不
安
定
要
因
が
な
い
訳
で
は
な
い
。
軍
部
の
整
備
作
業
は
ま
だ
不
完
全
で
、
道
半
ば
で
終
わ
っ
た
。
そ
の
関
連
で
、
内
外
の
注

目
を
集
め
た
の
が
、
金
正
日
総
書
記
の
死
去
後
、
呉
克
烈
国
防
委
員
会
副
委
員
長
の
序
列
の
急
浮
上
で
あ
る
。
一
九
三
一
年
生
ま
れ
の
呉
克

烈
は
革
命
第
二
世
代
に
属
す
る
軍
の
実
力
者
で
、
金
日
成
や
金
正
日
か
ら
も
信
頼
さ
れ
、
軍
の
強
化
を
中
心
的
に
担
っ
て
き
た
こ
と
で
、
軍

内
部
の
信
望
も
厚
い
と
さ
れ
る
。
新
軍
部
の
面
々
よ
り
格
上
で
あ
り
、
何
か
が
あ
っ
た
場
合
、
い
わ
ば
軍
の
求
心
点
に
な
り
う
る
人
物
だ
。

た
だ
、
金
正
日
総
書
記
死
去
後
の
呉
克
烈
の
浮
上
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
は
、
専
門
家
の
間
で
も
見
方
が
分
か
れ
る
。
新
軍
部
と
の
潜
在
的

な
軋
轢
の
可
能
性
に
注
目
し
、
権
力
の
序
列
が
流
動
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
見
方
が
あ
る
。
そ
の
反
面
、
旧
軍
部
の
ト
ッ
プ
を
懐
柔
し
、

結
束
を
誇
示
す
る
た
め
の
措
置
と
い
う
分
析
も
あ
る
。
呉
克
烈
は
後
継
体
制
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
〇
九
年
に
金
正
日
に
よ
っ
て
国
防
委

員
会
副
委
員
長
に
抜
擢
さ
れ
て
お
り
、
体
制
へ
の
忠
誠
心
を
考
慮
す
る
と
、
後
者
の
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
。
金
正
恩
新
体
制
の
後

見
役
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
見
ら
れ
て
い
る
張
成
沢
（
一
九
三
六
年
生
ま
れ
）
と
も
呉
克
烈
は
個
人
的
に
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
い
う
観
測
も

あ
る
。

権
力
闘
争
が
激
化
し
、
軍
部
が
分
裂
す
る
と
し
て
も
、
政
策
を
め
ぐ
る
路
線
闘
争
が
き
っ
か
け
に
な
る
だ
ろ
う
。
対
内
外
の
政
策
が
躓
い
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た
と
き
に
、
そ
れ
を
理
由
に
、
軍
部
を
含
め
、
権
力
エ
リ
ー
ト
に
亀
裂
が
走
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
で
も
、
長

期
の
内
戦
や
混
乱
よ
り
は
、
比
較
的
短
期
に
決
着
が
付
き
、
新
し
い
権
力
者
が
現
れ
る
と
い
う
経
路
を
た
ど
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
歴

史
的
に
見
て
も
、
強
力
な
中
央
集
権
的
な
体
制
の
下
で
は
、「
宮
廷
」
の
中
で
の
闘
い
で
権
力
の
行
方
が
決
着
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

し
か
も
、
〇
九
年
以
後
、
中
国
は
「
ポ
ス
ト
金
正
日
」
を
睨
ん
で
、
北
朝
鮮
を
支
援
す
る
方
向
に
政
策
を
転
換
し
、
状
況
の
安
定
と
掌
握

の
た
め
、
と
り
わ
け
北
朝
鮮
軍
部
へ
の
影
響
力
確
保
に
力
を
注
い
で
き
た
。
権
力
闘
争
が
激
化
し
て
も
、「
金
正
恩
体
制
」
と
い
う
外
形
を

維
持
し
つ
つ
、
権
力
グ
ル
ー
プ
一
部
が
交
代
す
る
形
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
金
王
朝
」
そ
の
も
の
に
反
旗
を
翻
す
に
は
、
正
統

性
や
名
分
を
含
め
、
対
抗
勢
力
の
形
成
ま
で
に
は
相
当
の
時
間
を
要
す
る
だ
ろ
う
。

「
遺
訓
統
治
」
の
レ
ー
ル

い
ま
振
り
返
っ
て
考
え
る
と
、
自
ら
の
健
康
異
変
の
後
、
二
〇
〇
九
年
初
め
頃
か
ら
金
正
日
総
書
記
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
き
た
一
連
の

政
策
か
ら
は
、
後
継
体
制
の
方
向
性
を
定
め
て
お
き
た
い
と
い
う
意
図
も
窺
え
る
。
金
正
恩
新
体
制
は
早
速
「
遺
訓
統
治
」
を
標
榜
し
て

い
る
。
す
で
に
用
意
さ
れ
た
後
継
体
制
の
権
力
構
造
を
土
台
に
、
政
策
的
に
も
金
正
日
総
書
記
が
敷
い
た
レ
ー
ル
を
走
っ
た
方
が
、
権
力
エ

リ
ー
ト
の
結
束
を
維
持
す
る
う
え
で
も
無
難
な
選
択
と
な
る
。

そ
の
第
一
は
、
権
力
の
物
理
的
基
盤
と
し
て
の
先
軍
体
制
の
格
上
げ
と
、
核
・
ミ
サ
イ
ル
能
力
の
強
化
で
あ
る
。
〇
九
年
四
月
の
憲
法
改

正
で
、
先
軍
思
想
を
主
体
思
想
と
な
ら
ぶ
指
導
理
念
と
規
定
し
、
国
防
委
員
長
を
最
高
指
導
者
と
明
記
し
た
。
そ
れ
ま
で
国
防
委
員
長
職
は

「
国
家
の
最
高
職
責
」
と
さ
れ
て
き
た
が
法
的
根
拠
は
な
か
っ
た
。
こ
の
憲
法
改
正
で
先
軍
体
制
は
名
実
と
も
に
完
成
し
た
と
も
い
え
る
。

ま
た
、
〇
九
年
に
は
四
月
の
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
発
射
、
五
月
の
二
回
目
の
核
実
験
な
ど
、
強
硬
策
が
矢
継
ぎ
早
に
実
行
さ
れ
た
。
一
〇
年

一
一
月
に
は
寧
辺
の
濃
縮
施
設
を
完
成
し
、
自
ら
公
開
し
た
。「
核
保
有
国
」
を
規
定
事
実
化
し
、
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
を
放
棄
し
な
い
と
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い
う
宣
言
と
も
い
え
よ
う
。
そ
れ
と
同
時
に
、
核
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
は
外
交
カ
ー
ド
と
し
て
使
う
意
図
も
明
ら
か
に
し
た
。
わ
ざ
わ
ざ
米

国
の
核
科
学
者
を
招
き
、
寧
辺
の
ウ
ラ
ン
濃
縮
施
設
を
自
ら
公
開
し
た
の
は
、
対
米
交
渉
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
以
後
、
ウ

ラ
ン
濃
縮
施
設
の
一
時
停
止
を
焦
点
に
米
朝
接
触
が
再
開
さ
れ
、
金
正
恩
新
体
制
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
先
軍
体
制
の
公
式
化
と
と
も
に
、
党
と
内
閣
の
整
備
・
強
化
に
も
拍
車
を
か
け
た
。
こ
こ
三
年
ほ
ど
の
後
継
体
制
の
準
備
過
程

は
、
先
軍
体
制
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
、
軍
部
の
影
響
力
を
制
御
す
る
シ
ス
テ
ム
作
り
に
重
点
が
あ
っ
た
。
あ
る
種
の
「
戒
厳
令
統
治
」
と

し
て
の
先
軍
体
制
か
ら
通
常
の
社
会
主
義
体
制
へ
と
、「
統
治
の
正
常
化
」
を
め
ざ
し
て
き
た
と
言
う
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
韓
国
の
李
貞

澈
教
授
は
「
軍
部
体
制
か
ら
党
・
国
家
体
制
へ
の
回
帰
」
の
試
み
と
表
現
し
て
い
る
（『
世
界
』
二
〇
一
二
年
三
月
号
）。
二
〇
一
〇
年
九

月
に
開
か
れ
た
朝
鮮
労
働
党
代
表
者
会
議
は
、
一
九
六
六
年
の
第
二
回
党
代
表
者
会
議
以
来
四
四
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
り
、
党
大
会
レ
ベ
ル

の
会
議
と
し
て
は
八
〇
年
の
第
六
回
党
大
会
以
来
と
な
る
。
金
正
日
が
後
継
者
と
し
て
登
場
し
た
八
〇
年
代
以
来
、
内
外
情
勢
が
厳
し
く
な

る
中
で
、
党
が
機
能
不
全
に
陥
っ
た
状
況
を
物
語
る
。
党
の
人
事
も
滞
っ
て
い
た
た
め
、
党
指
導
部
に
は
欠
員
が
目
立
ち
、
形
骸
化
し
て
い

た
。
党
代
表
者
会
議
で
は
、
党
指
導
部
の
刷
新
が
図
ら
れ
、
中
枢
と
な
る
政
治
局
に
は
、
金
正
日
の
妹
の
金
慶
喜
、
そ
の
夫
の
張
成
沢
な
ど

の
一
族
や
側
近
グ
ル
ー
プ
と
と
も
に
、
文
景
徳
な
ど
実
績
の
あ
る
実
務
型
の
地
方
党
幹
部
が
多
数
抜
擢
さ
れ
た
。
後
継
者
・
金
正
恩
も
党
中

央
軍
事
委
員
会
の
副
委
員
長
と
し
て
公
式
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
党
を
通
し
た
軍
の
指
導
と
い
う
体
制
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
金
正
日
総
書
記

の
死
後
、
金
正
恩
の
軍
司
令
官
へ
の
推
戴
な
ど
の
措
置
が
「
党
の
決
定
」
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
の
も
、
こ
う
し
た
方
針
の
延
長
線
上
に

あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
統
治
の
正
常
化
」
と
「
対
中
シ
フ
ト
」

第
三
に
、「
統
治
の
正
常
化
」
と
並
行
し
て
、
国
内
政
策
の
重
点
は
経
済
の
立
て
直
し
に
置
か
れ
た
。
二
〇
〇
九
年
頃
か
ら
「
人
民
生
活

ky53B11東アの安定bB.indd   22 12.10.18   4:54:00 AM



23 東アジアの安定と日本の役割

の
向
上
」
が
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、「
強
盛
大
国
の
主
な
戦
線
は
農
業
と
軽
工
業
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
新
年
共
同
社
説
で
繰
り
返
さ

れ
た
。
住
民
の
生
活
上
の
不
満
を
軽
視
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
状
況
の
表
れ
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
金
正
日
死
去
後
の
一
二

年
元
旦
の
共
同
社
説
で
も
そ
の
基
調
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
〇
九
年
に
は
C
N
C
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
数
値
制
御
）
と
い
う
用
語
が
登
場
し

た
。
工
作
機
械
な
ど
の
先
端
技
術
化
を
意
味
す
る
も
の
だ
が
、
こ
れ
も
後
継
者
・
金
正
恩
の
指
導
に
よ
る
も
の
と
宣
伝
さ
れ
た
。
ミ
サ
イ
ル

発
射
や
核
実
験
、
延
坪
島
砲
撃
な
ど
「
軍
事
」
の
実
績
だ
け
で
な
く
、「
経
済
」
重
視
の
方
向
性
を
も
打
ち
出
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
点
が

注
目
さ
れ
る
。
去
る
一
月
一
六
日
、
楊
亨
燮
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
副
議
長
は
A
P
通
信
と
の
会
見
で
、「
金
正
恩
副
委
員
長
は
「
知

識
基
盤
経
済
を
築
く
こ
と
に
集
中
し
て
お
り
、
中
国
を
含
め
他
国
の
経
済
改
革
の
事
例
を
研
究
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
外
信
へ
の
ア
ピ
ー

ル
で
は
あ
る
が
、「
中
国
の
経
済
改
革
」
に
言
及
し
た
点
が
興
味
深
い
。

第
四
に
、
こ
れ
ら
の
政
策
転
換
を
支
え
る
基
盤
と
し
て
の
「
対
中
シ
フ
ト
」
で
あ
る
。
後
継
体
制
づ
く
り
や
経
済
の
立
て
直
し
も
外
部
か

ら
の
支
援
な
し
に
は
困
難
で
あ
る
。
対
外
関
係
の
打
開
の
た
め
、
九
〇
年
代
以
来
、「
核
」
を
手
段
と
し
て
米
朝
交
渉
を
一
貫
し
て
模
索
し

て
き
た
の
が
北
朝
鮮
の
対
外
戦
略
の
構
図
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
展
望
が
中
々
見
え
な
い
中
、
健
康
不
安
を
抱
え
る
金
正
日
は
、
残
さ

れ
た
時
間
と
競
争
す
る
か
の
よ
う
に
、
従
来
は
躊
躇
し
て
い
た
中
国
へ
の
全
面
的
な
依
存
戦
略
に
踏
み
切
っ
た
。
中
国
の
次
期
指
導
部
と
し

て
習
近
平
ら
保
守
派
が
台
頭
し
、
中
朝
関
係
重
視
の
方
向
に
舵
を
切
っ
た
こ
と
も
有
利
に
働
い
た
。
一
〇
年
九
月
の
党
代
表
者
会
議
の
開
催

や
金
正
恩
の
公
式
デ
ビ
ュ
ー
は
中
国
の
政
治
・
経
済
的
な
支
援
の
約
束
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

対
中
シ
フ
ト
の
主
眼
は
単
な
る
中
国
か
ら
の
経
済
支
援
に
止
ま
ら
な
い
。
中
国
を
媒
介
と
し
て
、
大
規
模
の
外
資
を
誘
致
し
、
経
済
の
本

格
的
な
立
て
直
し
を
図
ろ
う
と
す
る
動
き
が
際
立
っ
た
。
〇
九
年
頃
か
ら
、
外
資
誘
致
の
窓
口
と
な
る
国
家
合
営
投
資
委
員
会
や
朝
鮮
大
豊

国
際
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
組
織
が
次
々
と
設
置
さ
れ
、
東
北
部
の
羅
先
市
や
鴨
緑
江
の
中
州
に
あ
る
黄
金
坪
な
ど
を
経
済
特
区
と
し
て
開
発
す

る
構
想
を
打
ち
出
し
た
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
一
一
年
一
月
に
は
野
心
的
な
内
容
の
「
国
家
経
済
開
発
一
〇
か
年
計
画
」
を
発
表
し
た
。

金
正
日
時
代
に
と
っ
て
初
め
て
の
長
期
経
済
計
画
だ
が
、「
遺
訓
」
を
意
図
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
外
資
誘
致
の
主
な
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責
任
者
が
張
成
沢
で
あ
り
、
そ
の
関
連
で
中
国
と
も
密
接
な
関
係
を
築
い
た
と
も
い
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
最
後
に
、
対
外
関
係
に
お
い
て
は
、
中
朝
関
係
の
緊
密
化
を
土
台
に
し
つ
つ
、
中
長
期
的
に
「
核
カ
ー
ド
」
を
駆
使
し
て
米
朝

関
係
打
開
の
可
能
性
を
探
る
と
い
う
戦
略
で
あ
る
。
中
国
へ
の
依
存
は
北
朝
鮮
に
と
っ
て
体
制
維
持
に
不
可
欠
な
選
択
で
は
あ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
北
朝
鮮
の
権
力
構
造
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
左
右
す
る
巨
大
な
力
に
も
な
り
う
る
。
金
正
日
総
書
記
が
中
朝
関
係
に

慎
重
で
、
外
交
戦
略
の
軸
と
し
て
米
朝
関
係
改
善
を
一
貫
し
て
追
求
し
た
の
も
、
あ
る
種
の
バ
ラ
ン
ス
戦
略
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
冷
戦
期
に

は
中
ソ
間
の
「
等
距
離
外
交
」
で
、
中
ソ
か
ら
の
支
援
を
取
り
付
け
つ
つ
も
、
圧
力
を
か
わ
し
て
き
た
。
冷
戦
終
結
後
は
、
い
わ
ば
米
中
の

間
で
あ
る
種
の
「
等
距
離
外
交
」
に
も
似
た
綱
渡
り
の
構
図
を
試
み
て
い
る
と
も
い
え
る
。
対
中
依
存
で
得
ら
れ
る
体
制
の
一
定
の
安
定
が

対
米
日
韓
外
交
の
手
段
に
も
な
る
と
い
う
思
惑
も
あ
ろ
う
。

今
後
の
展
望

金
正
恩
後
継
体
制
は
当
面
、
内
部
の
安
定
確
保
に
全
力
を
傾
け
ざ
る
を
え
な
い
。
権
力
継
承
の
設
計
図
が
あ
る
と
は
い
え
、
う
ま
く
作
動

す
る
か
が
未
知
数
で
あ
る
現
在
、
対
外
的
な
緊
張
を
も
た
ら
す
挑
発
行
動
は
権
力
維
持
の
面
で
も
リ
ス
ク
が
高
い
。
対
外
的
に
も
中
朝
関
係

の
強
化
を
軸
に
、「
安
定
」
の
誇
示
に
重
点
を
置
く
だ
ろ
う
。
昨
年
二
回
ほ
ど
行
わ
れ
た
米
朝
対
話
は
、
金
正
日
総
書
記
の
死
去
後
も
水
面

下
で
接
触
が
続
き
、
二
月
二
三
日
に
再
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
状
況
の
流
動
化
を
懸
念
し
、
寧
辺
の
ウ
ラ
ン
濃
縮
施
設
へ
の
何
ら
か
の

対
応
策
を
具
体
化
し
た
い
ア
メ
リ
カ
は
積
極
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
一
月
一
一
日
、
北
朝
鮮
外
務
省
は
食
糧
支
援
を
め
ぐ
っ
て
ア
メ
リ
カ
を

批
判
す
る
論
評
を
出
し
た
。
し
か
し
、「
食
糧
支
援
と
ウ
ラ
ン
濃
縮
施
設
の
一
時
停
止
が
当
初
の
交
渉
条
件
」
と
強
調
し
て
お
り
、
裏
返
し

て
い
え
ば
、
食
糧
支
援
と
引
き
換
え
に
ウ
ラ
ン
濃
縮
の
「
一
時
停
止
」
の
意
思
が
あ
る
と
い
う
シ
グ
ナ
ル
と
解
す
べ
き
だ
ろ
う
。
現
在
の
焦

点
は
ア
メ
リ
カ
が
「
栄
養
支
援
」
と
い
っ
て
い
る
「
食
糧
支
援
」
の
中
の
穀
物
の
比
率
で
あ
り
、
米
朝
双
方
に
と
っ
て
、
妥
協
可
能
な
範
囲
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と
い
え
る
。

米
朝
間
で
一
定
の
合
意
が
成
立
し
て
も
、
六
者
協
議
の
再
開
や
進
展
に
結
び
つ
く
か
は
不
透
明
で
あ
る
。
選
挙
を
控
え
た
オ
バ
マ
政
権
と

し
て
は
大
き
な
決
断
は
難
し
く
、
本
格
的
な
交
渉
は
来
年
以
降
に
な
る
公
算
が
大
き
い
。
オ
バ
マ
政
権
に
と
っ
て
は
、
大
統
領
選
挙
の
前

に
大
き
な
波
乱
が
起
き
な
い
よ
う
、
状
況
を
「
管
理
」
す
る
こ
と
が
主
眼
で
あ
ろ
う
。
オ
バ
マ
政
権
の
対
北
政
策
は
「
戦
略
的
忍
耐
」
か
ら

「
管
理
的
関
与
」
に
変
化
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
今
年
は
米
朝
と
も
、
来
年
を
に
ら
ん
だ
「
つ
な
ぎ
」
の
交
渉
と
な
ら
ざ
る
を
え

な
い
。

日
朝
間
で
も
若
干
の
シ
グ
ナ
ル
の
交
換
が
み
ら
れ
た
。
早
速
一
月
初
め
に
は
中
井
冾
元
拉
致
問
題
担
当
相
が
中
国
で
北
朝
鮮
政
府
高
官
と

再
度
接
触
し
た
。
日
本
政
府
は
「
一
議
員
の
行
動
」
と
し
て
い
る
が
、
何
ら
か
の
公
式
性
の
可
能
性
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
北
朝
鮮
側
も
昨
年

に
続
い
て
の
接
触
に
応
じ
た
の
だ
ろ
う
。
米
朝
関
係
の
推
移
と
連
動
し
つ
つ
、
日
朝
間
で
も
拉
致
問
題
な
ど
懸
案
打
開
の
た
め
、
水
面
下
の

折
衝
を
重
ね
て
い
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
米
朝
間
で
一
定
の
合
意
が
成
立
す
れ
ば
、
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
日
朝
交
渉
の
再
開
に

も
つ
な
が
る
。

今
春
の
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
は
、
北
朝
鮮
に
と
っ
て
様
々
な
行
事
が
続
く
。
三
月
末
に
は
金
正
日
総
書
記
の
死
去
か
ら
一
〇
〇
日
、

四
月
一
五
日
に
は
金
日
成
主
席
生
誕
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る
。
こ
れ
ら
の
行
事
を
踏
ま
え
て
、
総
書
記
や
国
防
委
員
長
就
任
な
ど
、
金
正
恩

後
継
体
制
の
公
式
化
も
進
む
だ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
や
日
本
と
の
対
話
は
新
体
制
の
船
出
に
も
プ
ラ
ス
に
な
る
。

そ
の
一
方
で
、
大
き
な
不
安
要
因
も
あ
る
。
ま
ず
は
、
三
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
米
韓
合
同
軍
事
演
習
が
最
初
の
山
場
で
あ
り
、
韓
国
に

と
っ
て
は
天
安
鑑
沈
没
事
件
の
二
周
忌
で
も
あ
る
。
一
九
八
九
年
の
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ト
以
来
の
大
規
模
と
い
わ
れ
る
上
陸
作
戦
の
軍
事
演

習
を
め
ぐ
っ
て
、
北
朝
鮮
軍
部
の
動
向
次
第
で
は
、
朝
鮮
半
島
の
軍
事
的
緊
張
が
局
地
的
に
高
ま
る
恐
れ
が
あ
る
。

そ
れ
を
も
踏
ま
え
て
、
今
後
、
北
朝
鮮
に
対
す
る
中
国
の
影
響
力
は
よ
り
一
層
増
大
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
中
国
は
、
北
朝
鮮
の
突
出
行

動
を
抑
え
る
た
め
に
も
、
金
正
恩
氏
の
早
期
訪
中
や
中
国
新
指
導
部
の
訪
朝
な
ど
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
中
朝
交
流
を
積
極
的
に
進
め
る
と
み
ら
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れ
る
。
北
朝
鮮
の
対
中
依
存
の
深
化
は
、
結
果
的
に
朝
鮮
半
島
の
安
定
に
つ
な
が
る
側
面
は
確
か
に
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
日
米
韓

に
と
っ
て
は
、
核
や
拉
致
問
題
な
ど
懸
案
の
解
決
が
遠
の
く
危
惧
も
伴
う
。
指
導
者
の
交
代
を
機
に
、
金
正
恩
新
体
制
の
北
朝
鮮
を
外
交
の

場
に
引
き
出
す
知
恵
と
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。

（
＊
本
稿
の
後
半
は
、
拙
稿
「
金
正
恩
新
体
制
の
北
朝
鮮
」『
公
明
』
二
〇
一
二
年
三
月
号
を
一
部
修
正
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。）
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